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学校情報 

芝浦工大附属中 塾対象説明会（２０１８年６月１日） 

１）中学入試の特徴 

３教科入試に･･･入試は学校と受験生との最大接点 

来てほしい生徒と本校に来たい生徒とのマッチングを考えて 3 教科にした。入試から社会はなくなっ

たが、社会科の教育(フィールドワークなど)もしっかりやっている。 

２０１７年入試   →   ２０１８年入試 

国語 ５０分 １００点    国語 ６０分 １２０点 

算数 ５０分 １００点    算数 ６０分 １２０点 

社会 ４０分  ８０点    社会  ―― 

理科 ３０分  ６０点    理科 ５０分 １００点 

計  １７０分 ３４０点    計 １７０分 ３４０点 

２）中学入試の結果 

        第一回      第二回      第三回 

        ２／１       ２／２       ２／３ 

募集人数  ７０ （ ７０）   ４５ （ ５０）   ３５ （ ４０） 

応募者数 ３８４ （４２９）  ４４１ （４９５）  ４６８ （４８５） 

受験者数 ３６９ （４０３）  ３２５ （３５８）  ２８２ （２８６） 
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合格者数  ９７ （１０１）   ６９ （ ６８）   ４１ （ ５１） 

繰上合格   ０ （  ０）    ０ （  ０）    ０ （ １８） 

手続き者  ７４ （ ７７）   ４６ （ ３９）   ３３ （ ５０） 

入学予定  ７４ （ ７６）   ４６ （ ３７）   ３３ （ ５０）   （  ）は前年度 

志望者が１００人減り、受験者も８０名ほど減ったが合格者は例年並み。 

第一志望者(２月１日受験)は多く、入学率は７３．９％ほど。 

志望者に関しては埼玉が減って、千葉は増えた。 

志望者は７．５％減。反面実質倍率は上昇した。合格者数は適切であったため入学予定者はほぼ

想定値。繰り上げ合格は０。入学予定者からの辞退はなし(例年２から４名)。入学率７５％とさらに

上昇。全体が減少しているなかで１回目と２回目のパターンと３回目のみ受験が増えた。上位校の

併願が増えている。入学者アンケートによると、芝、武蔵、麻布、早稲田、成城、広尾、かえつ有明

など。 

３）第一志望者入試 

意欲と適性を審査している。本校を第一志望とする生徒の入学を増やしたい。意欲、適性、学力、

人物とのバランスの取れた生徒を取りたい。３回受けて３回落ちるケースが増えた。人物を評価す

る入試で不合格を出したくない。 

・エントリーの方法 

事前に登録しておく、課題もある 

通常入試(複数回) 

複数回受験したが落ちた人で、ボーダーラインとの得点差を調べて、事前課題の評価をし、受験の

連絡をしてその時に受験料を払っていただき受験する。募集は１０名程度でエントリーは２２９名だ

った。１３名に受験の電話連絡をして１３名の合格。 

事前課題は親子でやっても大丈夫ですが、塾にお願いするのはやめてほしい。内容は難しいもの

ではない、自分で考える力を見たい。声かけは合格最低点から１０点以内の人になっている。面接

は対人コミュニケーションが取れるかどうかを見ている。 

・第一志望者入試で入学した生徒の中間考査 

学年上位…12 名 

上位 25％…1 名 

上位 50％…6 名 

上位 75％…2 名 

下位…3 名 

・学力推移調査 学年平均５４．４ 

偏差値６０以上…０名 

５５以上…６名 

５０以上…４名 

４５以上…１名 

４０以上…２名 
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４）次年度入試について 

特に変更はなし。全てｗｅｂ出願に。 

（報告 Ｇ．Ｗａ） 

http://www.ijh.shibaura-it.ac.jp/ 

 

土佐塾中 東京入試募集停止 

（学校配布文書より ２０１８年７月１２日） 

このたび土佐塾中学校は、来年２０１９（平成３１）年の東京入試募集停止を決めました。予定してお

りました平成３１年１月６日（日）の試験も中止となります。これは本学としての正式な決定です。 

本校は、当初より県外入試を積極的に展開し相応の成果を収めてまいりました。一方、世の中の環

境も大きく変化し、また生徒動態も変化してまいりました。そうした中、昨年度は東京前期のみへと

変更し、今般、その東京前期自体も廃止することといたしました。 

本判断につき、皆さまのご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

そして、本校は、高知という地にあって、しっかりと地元高知に根ざした、地域の人々により支えられ

る学校へと、大きな一歩を踏み出していきたいと考えております。 

以上、県外入試の廃止に対するご理解のお願いと、これからの本校の地域社会におけるあり方へ

のご協力を賜りますことを重ねてお願い申し上げます。 

これまで本校に対してみなさまからいただいた多大なるご支援を考えますと、今回の決定はまこと

に残念なことですが、この判断にいたった事情にご理解いただきますよう、お願いいたします。 

http://www.tosajuku.ed.jp/ 

                                                               

公開模試情報 

日能研模試７月 志望校選定（６月２４日実施） 

１４年は首都圏模試と同じ日に実施。 

昨年比５．４％の増加。男子は４．３％の増加。女子は６．６％の増加。 

        １３年   １４年    １５年    １６年   １７年    １８年 

男子４科  ５３２５   ５１４４   ５０６３   ４９７３   ４９１９   ５０７８ 

   ２科   ７８３    ８１３    ７８３    ７３４    ７２４    ８０７ 

女子４科  ５４１９   ５０８８   ５０９４   ５１５４   ４９６２   ５２３７ 

   ２科   ４１０    ４５７    ５１５    ５３２    ４７８    ５６２ 

合計   １１９３７  １１５０２   １１４５５  １１３９３  １１０８３  １１６８４ 

２科には３科目受験生を含む。 

 

http://www.ijh.shibaura-it.ac.jp/
http://www.tosajuku.ed.jp/
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首都圏模試７月 統一合判（７月１日実施） 

前年比３．１％の増加。男子は５．０％の増加、女子は１．４％の増加。 

         １３年    １４年    １５年   １６年   １７年    １８年 

男子 ４科  ４６７７   ４７０５   ４９２３   ４８９０   ５１６３   ５３００ 

    ２科   ２５０    ２８０    ３２２    ３３９    ３９８    ５４０ 

女子 ４科  ５３９３   ５３０２   ５２５２   ５５０１   ５４０１   ５４６９ 

    ２科   ５６３    ６２４    ７５９    ７６９    ８８９    ９０９ 

合計     １０８８３  １０９１１  １１２５６  １１４９９  １１８５１  １２２１８ 

                                                               


